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　ご要望が多かった PowerPoint を使ったプレゼン資料のつくり方講座を教育・研究支

援センターと共催で開催しました。これまでに数々のプレゼンデザイン講座を主催し、

２冊の著書を出されている宮城信一氏を講師としてお招きし、「プレゼンが苦手」「資料

がうまくまとまらない」「効果的な見せ方を知りたい」などデザインの考え方や力を入れ

るべきポイント、手軽に試しやすいスライドづくりのノウハウを教えていただきました。

『 は じ め て の プ レ ゼ ン デ ザ イ ン 講 座 』 オ ン ラ イ ン 開 催
2022 年２月 19 日 ( 土 )、3 月 23 日 ( 水 )

講師：宮城信一（デザイン情報サイト「プレゼンデザイン」運営者）

ビジネスパーソンを対象に提案書・企画書づくりに役立つコンテンツを提供し、「伝わりやすさ」と「生産性」を両立さ
せたプレゼン資料づくりを提唱している。著作に『「デザイン」の力で人を動かす！プレゼン資料作成「超」授業』『プレ
ゼン資料のための正しいデザイン（別名義）』がある

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

活 動 報 告2021 年度

　2020年からの新型コロナウイルス感染症は、2021年夏に感染拡大のピークを迎え、私たち
は新しい生活、新しい活動方法を考えながら走り、定着させなければなりませんでした。さらに、
7月からは高松学長の新たな任期のもとセンター長・副センター長が任命されました。副センター
長5名のうち新たな4名の副センター長を迎え、支援対象をこれまでの子育て～介護から、男性
支援・LGBTQ・障がいをもつ学生への対応へと新たな活動に向けて舵がきられました。初年の
本年度はまず本学の現状把握と理解を深めるためのセミナー企画から着手し、2回開催しました。
また、ニューズレターの新たな取り組みとして、各学部の学部長・副センター長・センター長
の鼎談を企画しました。今年度は、薬学部と理学部の学部長・副センター長にご協力いただき、
障がいをもつ学生の支援の現状について意見交換をしています。ぜひご一読ください。学園祭
参加も実行委員会の学生と協力し、インタビュー動画を作成することにも挑戦しました。新し
い取り組みですが、これからの学生のキャリア支援に貢献できればと思っています。
　また今年度は、これまでの活動を評価していただいた年でもありました。令和元年の千葉県
男女共同参画推進事業者表彰の県知事賞と令和2年の東京都女性活躍推進大賞の教育部門で大賞
を受賞し、本学の社会的評価を高めたことを評価していただき、6月には大学から特別表彰をい
ただきました。これは、本学のダイバーシティ推進活動に参加し支援制度を利用してくださっ
た皆様のご活躍とご協力・ご支援があってこそのものであり、深く感謝申し上げます。
　これからも、新たな活動方針に基づき多様性を重視する支援に取り組んでまいりたいと思い
ます。今後とも、ダイバーシティ推進センターをよろしくお願い申し上げます。

ダイバーシティ推進センター長　片桐 由起子

これまでの活動に感謝し、これからの活動に舵をきるこれまでの活動に感謝し、これからの活動に舵をきる
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　片桐　  ダイバーシティ推進セン
ターは、昨年7月から新体制となり、
5名の副センター長のうち4名が交代
し新任の先生方となりました。非常に

多様性のある体制でスタートできたと思っています。これまでは、妊
娠・出産・育児、介護など女性の支援を中心にしてきましたが、それ
らについては社会的な評価もいただいたこともあり、新たなテーマを
もって再スタートする時期ではないかと考えていました。センターが
やるべきことは何か、学長先生のご意見をお聞かせください。
　高松　  女性支援についてはある程度形ができあがり、成果も出て
きていると思います。次のステップとして考えられるのは、一つは女
性をさらに育成するという意味も含め、男性支援の強化です。本学の
女性の研究者比率は、若手では40％を超えていますが、その上の年
代は35％ほどです。この世代を上位職まで引っ張っていくのが大き
な課題の一つです。ただ、急に引き上げるのではなく時間をかけて実
現していきたいと思っています。それには上位職に関してもフレキシ
ブルな任用体制があれば、男女ともによいのではないかと考えていま
す。そのためには、現場の意見を聞いて調査しながら、最適な形をつ
くってほしいと思っています。
　もう一つは、これまであまり着手していなかった多様性社会への取
り組みです。男性・女性の境界領域にいる学生や教職員にどう活躍し
ていただくか、これは現状を確認しながらいい形を模索していただけ
ればと思います。障がいをもつ学生をどう支援するかも大事な課題な
ので、これについても推進していただきたいですね。そうした課題に
親和性のある方を新しい副センター長に選任していただいたので、
今後取り組みが加速されると期待しています。
　片桐　  女性比率については、他の大学のように女性上位職比率を
上げるために女性の昇進や任用の特別枠を設けずとも、講師や准教
授が増えてきている実感があります。おっしゃる通り、本学がやっ
てきたことが間違っていなかったと感じます。また、上位職のフレ
キシブルな任用体制については、文科省の人材育成事業でも准修練
医制度が大きな評価をいただきましたが、今後、助教や講師などの
働き方に関しても、選択肢がある制度があれば、ということですね。
そもそも准修練医制度は20歳代後半から30歳代前半のレジデントに

向けて、妊娠・出産・育児を想定したものでした。今は40代で育児
をするなどライフイベントの時期も多様化しています。准修練医制度
は医学部だけでの実施でしたが、今後他の学部の助教や講師に広げて
くにはどうすればよいと思われますか。
　高松　  出産年齢の高齢化、そして助教や講師になって少し安定し
た時期になってから子育てに入る方もいるので、制度の見直しが必要
かもしれません。准修練医制度を立ち上げた頃は、レジデントの先生
方を支援することを目的としていましたが、年齢が上がって助教から
准修練医に戻るケースが出てきました。准修練医は医師として働くこ
とはできますが、学生に教えることができません。時限的に教育職と
いう状況を担保してライフイベントを乗り切るシステムがつくれれば
いいと思っています。その年代の人たちの意見を吸い上げていけば、
「東邦大学はさらに発展する」というPRになるのではないでしょうか。
他学部でもライフイベントでの問題に直面している教員もいると聞く
ので、なるべく早く対応できればと思います。
　片桐　  次世代育成のために推進委員の先生を増やしているので、
まさにその若い世代の推進委員の先生方からの声を聞いていきたいと
思います。

　片桐　  次に今後センターが担うべ
き新しい支援についてですが、まず、
男性の教職員への支援、具体的には男

性の育児休暇について、どうお考えでしょうか。
　高松　  男性の教職員には積極的に育児休暇を取っていただきたい
と思っています。申請があれば、上位職や管理職はぜひ、快く認めて
ほしいと思います。現在、事務職の男性からの育児休暇の申請も増え
てきています。
　片桐　  男性の育児休暇については、育児休暇を申請せずに年次有
給休暇の中で取得している可能性があるのではないか、ということが
気になります。男性が育児休暇を取るとき、本当に「育児休暇」とし
てなのか、それとも育児を理由に未消化の有給休暇を取得しているの
か。どうしても有給休暇が残っていると、「育児休暇」としての申請
ではなく、有休が先に消化されていくことが原因になっているのでは
ないかと思います。

　高松　  その意味では、有休もある程度積極的に取るような仕組み
にしたいですね。教育研究系は進めやすいかもしれませんが、病院の
診療部門ではローテーションも関係するので難しいと感じています。
　片桐　  診療の専門性が細分化・高度化してくると、誰もがその代
わりができるということができにくくなっているので、今後の課題だ
と思います。

　片桐　  2つめの多様性社会への取
り組みについてですが、まず、LGBTQ
に関しては、なかなか外から見えにく
く、難しいのではないかとは思います。

そうした中、大学としては実際にどんな取り組みを進めていますか。
　高松　  現在、ある学部に自己申告している学生がいます。トイレ
や更衣室の調整が必要になっている状況です。
　片桐　  私が知っている限りでも自己申告をしてくれた学生がいま
すが、もともとの性で更衣室やトレイを使用していて、それについて
は問題ないようです。ですので、LGBTQといっても、その方が何を
どこまで大学に求めているのか、個人差が非常に大きいと感じます。
　高松　  外見的な性で更衣室やトイレが使えない。特に外見的には
男性の人が女性と自認する場合は、周囲の女性の受け入れが難しいの
かもしれません。多目的トイレの利用は代替としてあるかもしれませ
んが、更衣室をどうするかという問題があります。まずは窓口をつくっ
て、支援を必要とする学生がいた場合に相談を受ける体制が必要では
ないでしょうか。

　片桐　  では次に、障がいをもつ学
生についてですが、障がいに関しても
程度は多様で、やはり大学としては準
備がなかなか難しいかもしれません。

新体制では理学部と薬学部の副センター長に対応のリーダーシップを
とっていただいています。それぞれの学部の特殊性もあるかと思いま
すが、課題の一つに、ディプロマポリシー（卒業要件）をどうするの
かということがあります。特に国家資格と結びつきのある学部に関し
ては、実習や単位認定についてどう進めていくかが課題です。また、
入学前だけでなく入学後に障がいが明らかになったり、大けがなど新
たに発生したりすることもあります。
　高松　  現状では、入学時は、国家資格と関係する学部では国家試
験を受けていただくことが前提となっています。入学後に障がいをも
つことにより講義科目の単位は取ることができるとしても、臨床実習

をこなすのが難しい場合もあるでしょう。そこをどうするか非常に
大きな問題で、どうやってコンセンサスを得るか、しっかり考えて
いかないといけないと思っています。
　片桐　  多様性を認めながらも、大学の限界も率直に明確にしてい
く。そのルールづくりはなかなか難しいと感じますが、今後対応す
べきことでもありますね。
　高松　  「障害者差別解消法」が施行された平成28年から、国立大
学は障がい学生への合理的配慮が法的義務となっていました。いま
だ国立大学でも国家資格と関係する学部での対応は明確にされてい
ません。
　片桐　  障がいについては、フィジカルな側面の他、メンタルの障
がいもあります。こちらの支援はどうお考えでしょうか。
　高松　  メンタル面でのサポートはさらに難しいと思います。以前
より学生相談室で対応していただいています。障がいという視点から
のサポートは、相談者と担当教員に委ねられており、組織としての体
制は十分とはいえません。許容できる情報の共有を図り充実に努めて
いこうと思っています。

　片桐　  では最後に、障がいをも
つ学生の支援に関して、今後の方針
についてお聞かせください。
　高松　  昨年法改正があり、私立

大学でも対応が義務化されました。実際に対応を始めるまでの猶予
は3年です。その指示があるからということではなく、対応をすべき
だと考えていた時期だったので、現在、学内での支援体制整備の作
業を加速しています。具体的には、令和4年4月1日付で障がい学生
支援室（仮称）を立ち上げて、専任の担当者を1名配置することになっ
ています。当初は完全に独立した組織にしようと考えていましたが、
健康管理室と学生相談室とも連携できると考え、健康推進センター
の中に置くことにしました。そこで障がいの程度によりどんな支援
ができるかを情報収集し、内容を整理しながら、まずは本学の支援
策についてのたたき台をつくろうと考えています。そして学部長や
ダイバーシティ推進センターの先生方にも見ていただき、多角的な
意見を取り入れて、本学に適した支援体制や支援方法に仕上げてい
きたいと思っています。
　片桐　  相談窓口の必要性は、各学部からも声が出ていました。
すでにそういうことが準備されているという意味でも、
この支援事業が加速していくのだろうと思われます。
どうもありがとうございました。
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高松研 学長

片桐由起子 センター長

1978年 ■ 慶應義塾大学医学部 卒業

1982年 ■ 慶應義塾大学大学院 医学研究科 修了

1988年 ■ 米国 Stanford 大学 医学部 留学（精神医学・行動科学講座）

1994 年 ■ 東邦大学 医学部 生理学第２講座

　　　　  （現 生理学講座 細胞生理学分野）教授

2012 年 ■ 東邦大学 医学部長（～ 2018 年 3 月 31 日）

2018 年 ■ 東邦大学 学長

日本学術会議・連携会員
日本生理学会・評議員／日本神経化学会・評議員

高松 研　東邦大学 学長

1992年 ■ 東邦大学医学部医学科 卒業

2001～ 2005年 ■ 留学  Center for Reproductive Medicine and Infertility

　　　　　　　　／Weill Medical College, Cornell University

2009年 ■ 東邦大学医学部女性医師支援室 室長

2015年 ■ 東邦大学男女共同参画推進センター センター長

　　　　  （現 ダイバーシティ推進センター センター長）

2016年 ■ 東邦大学医学部産科婦人科学講座 教授

日本卵子学会・理事／日本生殖医学会・常務理事
日本産科婦人科学会・代議員／日本受精着床学会・理事 

片桐 由起子　医学部 産科婦人科学講座 教授
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障がいをもつ学生支援と

学生キャリア支援の今後の課題

田中芳夫 薬学部長 ×片桐由起子 センター長 ×山本千夏 副センター長

鼎談 ① 薬学部編ダイバー
シティ的

ダイバーシティ推進センター 薬学部／ダイバーシティ推進センター

1984 年 ■ 東京大学薬学部薬学科 卒業
1994 ～ 1997 年 ■ 留学 Department of Anesthesiology, 
　　　　　　　　  UCLA School of Medicine
2009 年 ■ 東邦大学薬学部薬理学教室 教授
2015 年 ■ 東邦大学薬学部長
2019 年 ■ 東邦大学副学長

田中 芳夫　薬学部長

1998 年 ■ 米国州立ワシントン大学（シアトル）医学部病理
　　　　    Thomas N. Wight 教授研究室に留学（1998 年4月～9月）
1999 年 ■ 北陸大学薬学部講師
2006 年 ■ 北陸大学薬学部助教授（2007 年准教授）
2013 年 ■ 東邦大学薬学部衛生化学教室 教授
2013 年 ■ 東京理科大学客員教授

山本 千夏　薬学部 衛生化学教室 教授

ダイバーシティ推進センター
片桐由起子　センター長

薬学部
山本千夏　副センター長

田中芳夫　薬学部長

　山本　薬学部での本制度の現
状でも利用者にはやや偏りがあ
り、私の宣伝不足を感じています。
もう少し若い先生を中心に普及で

きたらと思っています。ただ複数の先生方が本制度を利用されてい
ますし、科研費の取得も高い割合でできています。薬学部には奨励
研究という独自の支援制度もあるので、利用のすみ分けができれば
と思います。
　田中　利用者を見ると女性研究者支援のイメージが強いですが、
男性でもお子さんが誕生した教員もいるので、どんな利用の仕方が
あるのかを示していけば利用者が増えるのではないかと思います。
　片桐　まさに、ご指摘いただいた男性のライフイベント支援に関
しては、ダイバーシティ推進センターの新体制で新たな取り組みの
三本柱の一つとして推進したいと思っているところです。山本先生

の周囲で男性の育児関連の話を聞いたこと
はありますか。
　山本　奥さまが出産されたという話
を直接聞くことはありませんが、後か
ら知ることはあります。ダイバーシ
ティ推進センターのホームページに
までなかなかたどり着けていない
状況もあるようです。若い女性の
教員が出産後の働き方について
相談されることはあっても、男
性の教員の場合はほぼありませ
ん。ダイバーシティ推進センター
のホームページがもっと周知さ
れれば有用な情報を伝えること
ができるのかなと思いました。

　片桐　ありがとうございます。7月から新体制になり、取り組み
の新たな柱として３つあげました。一つは今の男性の育児休暇です
が、後の二つは LGBTQへの対応と障がいをもつ学生への対応です。
薬学部では障がいをもつ学生への対応を、リーダーシップをとって
牽引していただいています。

　山本　障がい者学生支援フ
ローチャートが用意されてはいる
のですが、最初の窓口をどうする
か。補聴器が必要な学生は事前に

申し出があり、その場合は問題ないのですが、その他いろいろなケー
スが出てくると、教員がそれをどう対応するか、振り分けるのが難
しいとは感じています。
　片桐　どのタイミングで障がいをもつか、あるいは障がいと認識
されるかも、非常に難しいことかもしれません。
　山本　その部分は個人情報でもあり、難しいとはよく聞きます。
　片桐　今、山本先生からお話しいただいたように、具体的な情報
をもっている部署から提案や相談をいただくことで、総論的に必要
なことに取り組んでいくことがダイバーシティ推進センターの立ち
位置だと感じています。

　田中　薬学部や看護学部、
医学部の場合は国家試験と直
結していることもあり、難し
いですね。薬学部においては、

対面での実務実習が非常に重要視されてきており、例えば義足の学
生や車椅子の学生は大きな問題はないと思いますが、調剤時に影響
が出てしまうような障がいは難しいと思います。ただ、学生の中に
は卒業できればいいと考えている方もいるかもしれませんし、資格

試験と卒業を切り分けて考えることもできます。適切な対応方法の
判断が困難な学生が問題になりがちですが、明快な解決方法がある
わけではなく、個別の問題を丁寧に相談しながら進めていくことが
大切だと思います。最近はフィジカルなハンディキャップ以外にメ
ンタル的な部分が問題になってきていますが、これは学力試験でク
リアしていただくことが前提で、支援はしますが評価基準は変えな
いのが大原則です。そこは学生にも理解いただければと思います。
　片桐　キャリア支援の視点で考えると、卒業して資格取得して社
会で活躍する道もあれば、教育職や研究職として学内にとどまる道
もありますね。

　山本　薬学部、特に6年制を卒業し
て大学院に行く学生数は他大学でも
減っていて、薬学部の次世代の教育に

携わる人材の育成については、大学問わず本当に深刻な問題になっ
ています。その意味では学内から大学院進学者をある程度確保でき
る体制や情報発信が必要だと感じています。
　田中　私の印象ですが、社会人や留学生も含め年約 5人のペース
で大学院博士課程に進学しています。年に 1、2 人程度と思ってい
たのでありがたいですね。とはいえ大学院に進学したから必ずアカ
デミックポジションに就ける保証があるわけではありません。薬局
や病院などへの就職も視野に入れている学生もいます。これは大学
だけの問題というよりも社会の問題だと思います。例えばPhD（博士
号）保有者は勤務先において優遇されるなどすれば、大学院進学者
が増えるのではないでしょうか。
　片桐 　大学院進学者が先生の予想に反して多いのは、どんなこと
が関係していると思われますか。
　田中　5年生、6年生で卒業研究をしているうちに、研究が面白
くなってきた学生が思っていた以上に多いということだと思います。
各研究室で先生方が、学生が研究に興味をもつような指導をされて
いるのでしょう。
　片桐　素晴らしいですね。

　田中　若手教員が率先して学
部生と一緒に実験して、成功体
験を得ることが一番大きいと思

います。例えば山本先生の研究室では、非常に優秀な若手教員が、
ものすごくアクティブに活動されています。そうした若手のサポー
トを受けて成功体験を得た学生が大学院に進むと、その学生がまた
次の学生をうまく指導するようになります。大学院進学希望者が多
い研究室は、そのような好循環になっていると思います。
　山本　薬学部ではTAという制度があり、大学院生は模擬試験の
監督など、いろいろな場面でサポートしてくれます。大学院生がい
る研究室ではその姿をいつでも見られるので、学部生も大学院の進
学を希望するようになるのでしょう。また、6年制を出た学生の中
にも大学教員のポジションに就いている人もかなりいると聞いてい
ます。こうした大学院生の進路について情報提供するといいのでは
ないでしょうか。
　田中　薬学部の場合は、6年制のため修士の卒業と同等となり、
必ずしも大学院を出なくても教員に採用される道がありますし、一
度製薬企業などに就職して呼び戻されるケースもあります。その場

合は自分も博士取得に向けて勉強しながら学生を教えることになる
ので、本人にはちょっと大変かもしれません。

　田中　薬学部では、5年生で
「社会への招待」という科目があ
り、病院に就職、薬局に就職、研
究職を目指すという3つのコース

を用意して、それぞれスペシャリストに話してもらう機会を設けて
います。1年生向けにも本学の教員に「薬学部を出た後どういうコー
スがあるか」などの話をしてもらう「薬学入門」を設置しています。
ただ、あまり低学年だと自分の将来設計を実感できないかもしれな
いので、1年生、3年生、5年生のタイミングで実施できたら、より
いいかもしれないと思っているところです。
　片桐　それは本学独自のユニークな取り組みなのでしょうか。
　田中　キャリアデザイン的な科目はどの大学もあると思います
が、「薬学入門」は本学ならではの手厚い取り組みだと思います。薬
学部では平成 27年度にカリキュラムが改定された際に、1年次に薬
学の学問体系や将来像を、時間をかけて学べるようにこの科目を設
けました。医学部では2泊3日の合宿ですよね。
　片桐　はい。コロナ禍前は宿泊行事でしたが今は中止しています。
ただ新入生にはガイダンスの中で、キャリア支援や大学院への進学、
研究者としての道などを担当の先生に話をしていただいています。
　田中　薬学部でも集中的な形で取り組めたら、と思いますが、コロ
ナが終息しない状況なのでもう少し先のことになろうかと思います。

　 山本　学部やキャンパスに
よって状況が違うとは思います
が、今気になっているのは、障が
いのある学生の支援です。その学

生の「目指すこと」と「大学ができること」が合致しないといけない
ですし、個別対応にも限界があるので、例えば「合理的な配慮」をど
うしているかの情報共有も含めて横の連携ができればと思います。他
学部は実際どう対応しているのか私たちは把握できていないので、難
しいことではありますが、あるセクションに問い合わせれば情報が得
られるような一元管理ができるようになればいいと思います。
　田中　ダイバーシティ推進センターの活動は、今までは支援対象
が教職員でしたが、今回学生が支援の対象に加わったことが、新し
い活動の一番の特徴だと思います。山本先生がいわれたように、障
がいをもつ学生への対応が非常に難しく、まず相談場所がないこと
が課題だと思います。また、自分たちの判断が本当に正しいかどう
かもよくわかりません。他学部との情報共有については、やはり個
人が特定されない形でできるようになれば、とても助かると感じて
います。今後さまざまな事例が蓄積し
ていくと思うので、その中でわれわれ
も勉強しながら進めていければと
思っています。

ダイバーシティ推進センター
の活動についてのご感想及び
制度の利用状況は？ 

障がいをもつ学生への
対応について、さらなる
支援の必要性は？

学部長として、障がいのある
学生への学びの環境整備など
についてのお考えは？

大学院進学者の
現状は？

学生にやる気を出させる
ための工夫は？

キャリアの積み上げ方に
ついて、学生への告知の
仕方は？

これからのダイバーシティ
推進センターの活動への
アドバイスは？
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これまでを振り返り

これからの障がいをもつ学生支援を考える

古田寿昭 理学部長 ×片桐由起子 センター長 × 齋藤敦子 副センター長　　

ダイバーシティ推進センター
理学部／ダイバーシティ推進センター

鼎談 ② 理学部編ダイバー
シティ的

1985 年 ■ 東北大学理学部化学第二学科 卒業
1997 ～ 1998 年 ■ 留学 Department of Pharmacology, UC, San Diego
2005 年 ■ 東邦大学理学部生物分子科学科 教授
2007 ～ 2009 年 ■ 文部科学省研究振興局 学術調査官（科研費担当）
2008 ～ 2010 年 ■ 東京医科歯科大学生体材料工学研究所客員教授
2018 年 ■ 東邦大学理学部長（2021 年から副学長兼務）

古田 寿昭　理学部長　

1998 年 ■ 東邦大学大学院理学研究科生物分子科学専攻
　　　　   博士後期課程 修了
1999 年 ■ 千葉大学電子光情報基盤技術研究センター 博士研究員
2001 年 ■ 日本大学生産工学部  ハイテク・リサーチ・センター 博士研究員
2005 年 ■ 東邦大学理学部生命圏環境科学科 講師（2013年同准教授）
2020 年 ■ 東邦大学理学部生命圏環境科学科 教授

齋藤 敦子　理学部 生命圏環境科学科 教授　

古田 寿昭　理学部長

理学部　齋藤敦子　副センター長

ダイバーシティ推進センター
片桐由起子　センター長

　齋藤　研究者への子育て支援
や上位職に就くための支援は、
私自身も利用させていただきと
ても助かりました。近年は男性

の利用者も増え、制度が認知され効果を上げてきているのではない
でしょうか。利用された先生方からは、特に論文の英文校閲の支援
が非常にありがたかったという声がありました。研究活動支援員派
遣制度については、自身が行っている高度な研究を支援員に一から
教えなくてはならないことから、活用にはまだ課題があるようです。
私自身は今後介護の可能性もある年代に入ってきたので、その支援
利用者の話も聞いてみたいと思っております。
　古田　予算的な支援だけでなく、出産などのライフイベントに
よって滞りがちな研究について、そこを勘案しながらいかに支援す
るかが課題でしょう。昇格や講義の調整をどうするのがよいのか、
私も問題意識を共有していきたいと思っています。
　片桐　継続的な研究活動に関してはまさにそうで、復職について
どんな支援が具体的にできたらいいのか、先生方の現実的なご意見
を踏まえながら引き続き取り組みたいと思っています。

　古田　フィジカルに障がいを
もつ方と、メンタルに障がいを
もつ方とで状況が違うというこ
と、また学部によって資格を取っ

て職業に就けるかどうかが判断基準になると思うので、そうしたこ
とを切り分けて考える必要があると思います。その中で一番多様な
選択肢があるのは理学部だと感じています。　
　齋藤 　今、習志野キャンパスのバリアフリー化は、かなり進んで
いると思います。私たちの学科では、今まで2名の車椅子の学生を
受け入れています。最初の1名の入学に合わせて、入口やトイレを
車椅子対応に変更していただきました。机も可動式で高さを調節で
きるものを用意するなど少しずつ改善しています。
　片桐　素晴らしいですね。他の障がいをもつ学生についてはどう
でしょうか。
　齋藤　聴覚障がいについては補聴器で対応できれば問題ありません
が、補聴器をつけても授業が聴き取れない場合は、ノートテイクとい
う講義内容を視覚的にまとめてもらうボランティアを学生にお願いし
たことがあります。ちょうどその年の入試委員だったためサポートに
関わってきましたが、こうした支援はそれぞれに余裕がないとなかな

か難しいと感じています。その後、別の学科と薬学部にも同じ障がい
をもつ学生が入学を希望しているということで、支援内容を紹介した
ことがありますが、そのときは「同じような対応は難しい」というこ
とになりました。実際一人の学生を卒業まで導くには、たくさんのエ
ネルギーと大学全体での支援体制が必要であると感じました。
　片桐　コロナ禍でオンライン授業となりましたが、このことが、障
がいをもつ学生に寄与できることがあるかもしれないと感じています。
　古田　そうですね。いくつかの講義に関しては、オンデマンド型
の講義ビデオや講義動画を用意しました。字幕が付けられるので、
聴覚障がいの学生は学びやすくなったと思います。ただ、実験実習
がある学科・学年は対面で手を動かさねばならないので周囲のサポー
トは必要です。例えばコンピュータを使ったプログラミング演習は、
いわゆる実験実習とは違うので、何らかの可能性があると感じてい
ます。視覚障がいに関しては、現状では支援体制が整っていないの
で受け入れは難しいかもしれません。
　齋藤 　聴覚障がいについては文字変換のシステムなどを使うこと
で、サポートがしやすくなったかもしれませんが、本来の情報保障
を考えると、障がいを持つ学生が求めているものとは少しズレてく
るということはあるようです。
　片桐　学科によって専門性、特殊性が違う、例えば情報科学であ
れば聴覚障がいに関しては、他の科に比べると受け入れやすいとい
うことがあるのでしょうね。

　古田　入試の場合は習志野
地区の入試広報課に受験生か
らファーストコンタクトがあ
ります。そこから各学部、各

学科の入試委員に連絡がいき、本人の志望を聞き障がいの程度など
を確認します。具体的に入試にどれだけ配慮できるか、また入学後
に想定されるカリキュラムがこなせるかということを面談し、最後
に学部長と入試委員長とで判断しています。このような情報は全学
で把握しておく必要があると思うので、全学のアドミッションセン
ターで問い合わせを受け、そこから各学部に振り分けていくように
なればと思っています。その際、学部間で情報交換もできたらいい
と思います。
　齋藤　入試に関しては習志野キャンパスにはかなり問い合わせが
あるようです。また、途中で障がいをもつようになった学生に対し
ても、やはりできる限りのサポートをすることが大切だと思います。

障がいの有無にかかわらず、入学してきた学生を最後までケアする
のが教員の使命だと思って対応しています。
　古田　同感です。そこはやはり、本人も学業を続ける意思がある
ならばサポートしていくべきですし、そのサポート体制を整えてお
くことが大事です。資格取得のために必要な実験や実習が難しくな
るときびしいかもしれませんが、違う道を選ぶこともできますし、
代替法でそこをクリアしながら学業や研究を続けられると思います。
　片桐　他大学では、部活動で脊髄損傷になってしまったある学生
は、医学部は卒業できませんでしたが他学部に転科という形で卒業
した例もあるようです。
　齋藤　そういうケースも含めて、当事者に近い教員だけではなく
大学全体でサポートしていく体制があれば非常に心強いですね。
　片桐　先ほど古田先生からアドミッションセンターというお話が
出ましたが、全体的な活動に向けての中継や情報収集などはダイ
バーシティ推進センターの活動の一つではないかと思っていると
ころです。
　古田　われわれは入試だけではなく、在学生に向けた就職情報等
の情報提供は積極的にしています。そういった情報を活用して、障
がい者枠で就職した方もいます。入試はアドミッションセンターで、
就職はキャリアセンターで情報発信を行い、ダイバーシティ推進セ
ンターも参画する。普段の生活サポートは健康推進センターと連携
をとりながら対応できれば理想ですね。

　古田　パニック障がいや発
達障がいなどの診断書をもち、
配慮を希望する学生はいます。
講義に関しては個々に対応し

ているのが現状です。
　齋藤　どこまで到達した学生に卒業許可
を与えるか、出口の保障も難しいですね。
私は苦しんでいる学生の思いをなるべく
受け入れたいと思って動いてはいるの
ですが、それが本当にいいのかどう
か常に葛藤があります。精神的な不
安や不調をかかえた学生に寄り添
い配慮を重ね卒業まで見届ける
ことがあります。回復には時
間がかかることもあるので、
なかなか難しいですね。
　片桐　学生の障がいに多様
性もあるので、受け入れる教

職員側の対応もさまざまで、そこを検討しなくてはとは感じています。

　古田　発達障がいなどに関し
ては教員の理解を深めるために
はFD（Faculty Development：大
学教員の教育能力を高めるため

の実践的方法）を活用し、全員で学ぶ機会をもつのは効果的だと思
いますが、まだ具体的にどうするというところまではいっていませ
ん。われわれはまず学生を卒業させる責任があるので、病気や障が
いが原因で講義や実習が受けられない学生のケアはやるべきだと
思っています。オンラインを活用するのもその一つです。ただ周囲
から特別扱いに見えないようにしないとなりません。もし、他の学
生にとってもプラスになるなら、可能性として広がっていくでしょ
う。実習などをどうするかということはありますが、多様なやり方
で単位取得が可能になる機会を設けることが必要かもしれません。
入試時も入学後も、「この学部のこの学科はここまでできる、これ以
上はできない」ということを明らかにし、やれるところはしっかり
対応していくことが第一歩でしょう。教員もそ
れを受け入れて意思統一するということから
始めてはどうでしょうか。
　片桐　ありがとうございます。

　齋藤　障がいをもつ学生への対
応について、学内のどの組織でど
んな動きがあるのか、ダイバーシ
ティ推進センターがどの位置にい
るのかといったことを、まず整理
して把握したいですね。その上で
関連部門と連携していくことが必要だと思います。
　古田　やはり大学として規程整備や対応の要領、方針を整備して
おくことが大事で、それをホームページで公開すること、大学がど
こまでできて、何ができないかを決めておくことが必要です。例え
ば「障がい学生支援」などの専門部署ができるよう体制を整備する
ことも重要でしょう。これと並行してこれまでダイバーシティ推進
センターで実施してきたことを交通整理しながら、次のアクション
につなげ、提言をいただくのがいいのではないかと思います。

これまでのダイバーシティ
推進センターの取り組みに
ついてのご感想は？

障がいをもつ学生への
支援の進め方は？

障がいをもつ学生につい
て現状の受入体制と今後
の可能性は？

メンタル系の障がいをもつ
学生についてのご経験は？

教員側の理解を深めるに
はどうすべきか？

次年度に向けて
センターへの期待は？
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募集について　　　　募集情報はセンター HP、TOHO Information（学内メール）でお知らせします。

准
修
練
医
制
度

　准修練医制度は、2010年4月にライフイベントで継続就業が困難であった女性医師の支援策として
スタートしました。今年は11年目となり、当初利用者だった医師は指導する立場や上位職として勤務
しています。2021年は合計49 名（女性 48 名、男性 1名）が利用し、臨床現場で活躍しています。
　本制度の利用は、女性のみならず男性も利用可能で、妊娠出産～子育てそして介護まで幅広い時期
を支援対象としています。応募資格は本学に勤務するレジデント、シニア・レジデント、もしくは過
去に本学に研修歴ないし勤務歴があり、再度修練を希望する医師が対象となります。制度の利用を希
望される方は、東邦大学医療センター大森・大橋・佐倉病院の総務・人事担当までお問い合わせください。

　本学の研究者が出産・育児・介護などのライフイ
ベントにより、研究の中断やペースを落とさずに継
続できるよう、研究業務を補助する研究支援員を派
遣する制度です。年に2回募集し、選考を経て支援
が決定します。

研究活動支援員
派遣制度

　本学の研究者（常勤教員：教授、准教授、講師、助教）
が主となって実施する学術研究のうち、千葉大学や
量子科学技術 研究開発機構（旧放医研）、または他の
研究機関で共同研究者と実施する独創的・先駆的な
研究に対して、研究費上限30万円の助成を行います。

共同研究強化
支援制度

　本学の研究者が主となって、
先駆的・独創的な研究に取り組んでいる優れた研究
者などを招へいし、本学の研究者との討議、意見交
換等を行う機会を提供し、研究協力関係を築き、研
究の進展を図ることを目的としたセミナー等を開催
する場合の謝金を上限５万円助成します。

研究セミナー招へい
支援制度

　本学の若手女性研究者（ 常勤教員：准教授、講師、
助教）で、支援対象期間内に学術雑誌への投稿用論
文の英文校閲を行う方を対象に、英文校閲経費の支
援を行っています。本人が自らの研究について筆頭
著者として発表する場合を優先しますが、共著の場
合も申請可能です（レビューは除く）。上限５万円
を経費支援します。

英文校閲経費
支援制度
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病児保育室「ひまわり」病児保育室「ひまわり」
　何とかオリンピックは迎えられたものの、オミクロン株が急増し、年明け早々ついに第 6波に突入しました。昨年
度は全国の病児保育室と同様、ひまわりでも例年の 1/4 程度の利用者にとどまりました。今年度は少しずつ利用者が
増えており、2020年 3-12 月の 123人に対し、2021 年の同時期は 337人とコロナ流行前の70％弱まで利用が回復しま
したが、年明けの利用者はまた激減しています。ひまわりは開設当初から隔離疾患も受け入れていましたが、現時点
ではまだコロナ感染症の受け入れは行っていません。今年度も利用者が少ない時は小児科外来や東邦大学保育園にス
タッフを派遣していました。まだ当面はコロナが終息しないため “with コロナ”の社会活動が極端に制限されないよう、
慎重に病気の子どもたちを見守っていく予定です。

東邦大学病児保育室　ひまわり 室長 小児科  渡邊美砂

対  　象 　 者　 　生後 4か月～小学校 3年生までの乳幼児、児童

施  設  場  所 　 　東邦大学医療センター大森病院  旧若草寮 3階　内線 3801

定　　  　  員　 　 5名

保  育  時  間 　 　月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始の休日を除く）8：15 ～ 17：30

利  用   料 金 　 　 1人あたり　1日 乳幼児 2,500 円　児童 3,000 円（含給食費）

給　　  　  食　 　あり（アレルギー除去食の場合は前日までの予約時に要相談）

利用上の注意　 　事前に利用登録が必要です

※ 当日7時30分までにキャンセルの連絡がない場合は、当日登録料（キャンセル料）一律 2,000円を徴収させていただきます。

利
用
案
内 「病児保育利用登録申込書」を記載してご登録ください ( 年度ごと )。

登録用紙はHPから、大森病院ではNeptune 端末「共有フォルダ」
（1. 診療科_30 病児保育室ひまわり）からダウンロードできます。
病児保育室にもございます。直接ご来室の場合は、母子手帳をご持参ください。
メール、FAX でのご登録の場合は、利用開始までにはこれらの確認をさせていただきます。

★ 利用前に電話や PC・携帯電話の予約フォームから予約が必要（空きがあれば当日でも可）

東邦大学の職員番号を
お持ちの方は
ご利用いただけます。

ひまわりHP

● ベビーシッター育児支援制度

　東邦大学では教職員（私学共済加入者に限り）
の福利厚生の一環として、「ベビーシッター派
遣事業割引券」を発行しています。
対象児童 1人につき1日あたり割引券1枚
(2,200 円相当 ) をご利用いただけます。

契約施設

❶ ディルーカ保育園　新蒲田園
❷ みやさか保育園
❸ フェアリーテール　中野坂上園

● 企業主導型保育施設

　東邦大学では、現在「企業主導型保育施設」
３件と共同利用契約を結んでいます。
今後も契約施設を増やしていく予定です。
ご利用を検討されている方は各事業所の総
務人事担当課までご相談ください。

● うまく休もっ化計画（有給休暇取得促進）

　2019年から対象となる教職員は、年間5日の有給休暇を取得する＊こと

を推進されるようになりましたが、ご存じでしたか？  年度末に近くなる
頃、連絡がきた時には慌ててしまう、そんな経験ありませんか？
　せっかくのチャンス、「休んでみよう、新しい自分がまっている。」
をモットーに、優休（自分に優しくするお休み）、友休（友達との時間を
大切にするお休み）、遊休（遊んじゃうぞ！ のお休み）、誘休（お誘いに乗っ
てみるお休み）etc.. を楽しんでみませんか？

＊年次有給休暇を確実に取得することを目指し、
2019年に労働基準法の改正が行われました。
これにより、10日以上付与される職員は、5日の休
暇を取ることをすべての企業に義務付けています。

T o p i c s

総務人事担当課まで
お気軽にお問い合わせ
ください。

わたしたちの取り組み
2021 年度東邦大学

ダイバーシティ推進センター
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「アクセプトされやすい英語論文のまとめ方 -Successful Scientific Writing-」
2021 年 7 月 8 日（木）　／　オンデマンド配信：2021 年 8 月 6 日～9 月 30 日

　ダイバーシティ推進センターでは教育・研究支援センターと連携し研究支援セミナーを開催
しています。
　今年度は、アンケートでも希望が多かった英語論文の書き方をテーマにセミナーを開催しま
した。英文雑誌編集者側の立場からは高石雅人氏（エルゼビア・ジャパン株式会社）、そして
査読者の立場からは本学の中野裕康教授（医学部生化学講座、東邦医学会雑誌編集委員会委員
長）にご講演いただきました。オンラインの開催ではこれまでで最大の約 200 名の参加があ
り盛況に終わりました。当日の参加者から再度視聴したいと希望が多く、終了後はオンデマン
ド配信もいたしました。

　東邦大学ダイバーシティ推進センターと SAPジャパン株式会社は、フランスで活躍されてい

るジャーナリストの髙崎順子氏を講師にお招きしてセミナーを開催しました。  2006年グロー

バルジェンダーギャップ指数が 115カ国中70位だったフランスは、2020年は149カ国中12

位にランクされています。現在フランスにお住まいで子育て中の髙崎さんの目を通して映る、

フランスの社会や制度をご講演いただきました。当日は事前にいただいた質問を髙崎さんに丁

寧に回答・解説していただく形式で進行しましたが、ご紹介いただくフランスの現状は、どれ

も驚くことばかりでした。中でもジェンダーを超えた個々の意見を重視する文化、さらに政治

は国民が育てていくという意識には、力強さを感じました。そして、私たちが着手できること

は何かを問われたセミナーとなりました。

「 女 が 生 き や す い 社 会 は 、 男 も 生 き や す い 」 フ ラ ン ス の 元 大 臣 の 教 え
2021 年 11 月 9 日 ( 火 )　

「 企 業 の 取 組 か ら 学 ぶ D i v e r s i t y ,  E q u i t y  a n d  I n c l u s i o n 」
2021 年 8 月 24 日 ( 火 )　／　アーカイブ配信：2021 年 9 月 27 日～10 月 15 日

　ダイバーシティ推進活動のさらなる発展を目指し、先駆的な取り組みをされてい

る外資系企業での DEI（Diversity,Equality and Inclusion）活動を紹介するセミナーを

開催しました。当日は、東邦大学、千葉大学、量子科学研究所、SAPジャパン株式会

社からも参加者がありました。本セミナーは、講師に佐藤静香氏（現：株式会社セー

ルスフォース・ドットコム）と辻奈津子氏（SAPジャパン株式会社）をお招きし、そ

れぞれの企業での活動をご紹介いただききました。お二人の講演では参考になる取

り組みの紹介がたくさんありましたが、中でも印象深かったのは、当事者を理解す

るための勉強会を行う、そして企業あげて行っている理解促進活動を社内に発信することで

した。活動を発信することで、当事者が自分の所属する組織が理解しようとしていることを

感じ、安心できるといった効果があるそうです。このような、理解し合う環境づくりの重要

性は、終了後のアンケートにも多数寄せられました。

イベント
セミナー情報

大森祭

東邦祭

　今年度の大森祭（10月16日・17日）・東邦祭（11月13日・14日）は昨
年に引き続きオンライン開催となりました。今年は新たな取り組みとし
て、大森祭・東邦祭の実行委員会とコラボし、企画立案をいたしました。
　ダイバーシティ推進センターは、多様な働き方、学び方を支援し、次
世代育成も活動の一つとしてあげています。実行委員の学生と意見を交
わす中、自分たちが進む先の先輩に仕事のコト、学生時代のコト、いろ
いろ聞いてみたいという希望が出てきました。そこで、将来の職業の先
輩へのインタビュー企画が立ち上がりました。
　インタビューには、臨床医の先輩として副センター長で大森病院循環
器内科の木内俊介先生、看護師の先輩として大森病院看護部の小此木真
有美さん、薬剤師の先輩として大橋病院薬剤部の小林秀樹部長、教育者・
研究者の先輩として理学部生命圏環境科学科の朝倉暁生先生にご協力い
ただきました。学生時代や仕事の話だけではない、人生観にも触れるよ
うな学生さんたちのインタビューには感動しました。動画はセンター
のHPから視聴可能です。ぜひご覧ください。

W e b 学 園 祭
大森祭　　　医学生が先輩医師に聞いてみた！
東邦祭　　　理学部・薬学部・健康科学部の学生が、将来の職業の先輩に聞いてみた！

医学部「フレッシュマン・キャンプ」ガイダンス

　2021 年 4 月８日片桐由起子センター長 ( 産科婦人科学講座教授 ) が、医学部の新入生

に向けたガイダンスで本学における男女共同参画の歴史やダイバーシティ推進センター

の取り組みについて紹介しました。今年度は新入生の男女比率が 1：1 となったことを

受け、女性医師は臨床現場で働く仲間としてマイノリティではなくなってきたこと、そ

の時に共に働く意義について学生たちに語りかけました。ガイダンスに参加した学生た

ちは、センター長からの大きなエールを受け、一段と引き締まった面持ちになりました。

《応援メッセージ参加医師》

大森病院 循環器内科  木内 俊介 先生

大森病院 呼吸器外科  東 陽子 先生

大森病院 乳腺・内分泌外科  須磨﨑 真 先生

大森病院 産婦人科   梅村 なほみ 先生

医 学 部 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス 現役医師が動画でメッセージを発信しました

　昨年好評を博したオープンキャンパス「現役医師からの応援メッ

セージ」企画に、新たに須磨崎先生と梅村先生のお二人が加わりまし

た。今年度のオープンキャンパスは、人数制限のある中で対面での開

催でしたが、学生ラウンジで開催した「現役医師からのメッセージ」

上映会には多数の高校生や保護者の方に足を運んでいただきました。

4つの診療科の先生方の興味深いお話の動画は、ダイバーシティ推進

センターのHPにも掲載しています。現在のお仕事内容、仕事と生活

の両立、受験生時代のこと、先生方の生の声をぜひお聞きください。

オープンキャンパス情報

学
生
に
向
け
た
取
り
組
み

ダイバーシティ推進セミナー

研究支援セミナー

活 動 報 告
2021 年度東邦大学

ダイバーシティ推進センター
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コーディネーター

事務局

広田 幸子　   特任准教授

小向 里永子

センター長

副センター長

片桐 由起子

木内 俊介

山本 千夏

齋藤 敦子

福島 富士子

浅野 美知恵

医学部 産科婦人科学講座  教授

医学部 内科学講座 循環器内科  講師

薬学部 衛生科学教室  教授

理学部 生命圏環境科学科  教授

看護学部 看護学科  教授

健康科学部 看護学科  教授

仁科 隆史

内藤 拓

田中 ゆり子

小原 浩

須磨﨑 真

東 陽子

田中 友里

横内 幸

山﨑 惠介

加藤 精二

橋本 りゅう也

落 彩花

三津山 信治

粕谷 秀輔

小野里 磨優

髙橋 良哉

大寺 恵子

加知 千裕

松本 紋子

細井 晴子

田中（鈴木）美穂

医学部　生化学講座  助教

医学部　免疫学講座  准教授

医学部　免疫学講座  講師

医学部（大森病院）循環器内科  助教

医学部（大森病院）乳腺・内分泌外科 シニア・レジデント

医学部（大森病院）呼吸器外科  講師

医学部（大橋病院）腎臓内科  准教授

医学部（大橋病院）病理診断科  講師

医学部（佐倉病院）腎臓内科  助教

医学部（佐倉病院）泌尿器科  助教

医学部（佐倉病院）眼科  助教

医学部（佐倉病院）眼科  レジデント

医学部（佐倉病院）皮膚科  講師

医学部（佐倉病院）放射線科  助教

薬学部　薬品分析学教室  講師

薬学部　生化学教室  教授

薬学部　生化学教室  助教

理学部　化学科  准教授

理学部　生物学科  准教授

理学部　生物分子科学科  准教授

健康科学部　看護学科  准教授

ダイバーシティ推進委員

（順不同）

　ご要望が多かった PowerPoint を使ったプレゼン資料のつくり方講座を教育・研究支

援センターと共催で開催しました。これまでに数々のプレゼンデザイン講座を主催し、

２冊の著書を出されている宮城信一氏を講師としてお招きし、「プレゼンが苦手」「資料

がうまくまとまらない」「効果的な見せ方を知りたい」などデザインの考え方や力を入れ

るべきポイント、手軽に試しやすいスライドづくりのノウハウを教えていただきました。

『 は じ め て の プ レ ゼ ン デ ザ イ ン 講 座 』 オ ン ラ イ ン 開 催
2022 年２月 19 日 ( 土 )、3 月 23 日 ( 水 )

講師：宮城信一（デザイン情報サイト「プレゼンデザイン」運営者）

ビジネスパーソンを対象に提案書・企画書づくりに役立つコンテンツを提供し、「伝わりやすさ」と「生産性」を両立さ
せたプレゼン資料づくりを提唱している。著作に『「デザイン」の力で人を動かす！プレゼン資料作成「超」授業』『プレ
ゼン資料のための正しいデザイン（別名義）』がある
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活 動 報 告2021 年度

　2020年からの新型コロナウイルス感染症は、2021年夏に感染拡大のピークを迎え、私たち
は新しい生活、新しい活動方法を考えながら走り、定着させなければなりませんでした。さらに、
7月からは高松学長の新たな任期のもとセンター長・副センター長が任命されました。副センター
長5名のうち新たな4名の副センター長を迎え、支援対象をこれまでの子育て～介護から、男性
支援・LGBTQ・障がいをもつ学生への対応へと新たな活動に向けて舵がきられました。初年の
本年度はまず本学の現状把握と理解を深めるためのセミナー企画から着手し、2回開催しました。
また、ニューズレターの新たな取り組みとして、各学部の学部長・副センター長・センター長
の鼎談を企画しました。今年度は、薬学部と理学部の学部長・副センター長にご協力いただき、
障がいをもつ学生の支援の現状について意見交換をしています。ぜひご一読ください。学園祭
参加も実行委員会の学生と協力し、インタビュー動画を作成することにも挑戦しました。新し
い取り組みですが、これからの学生のキャリア支援に貢献できればと思っています。
　また今年度は、これまでの活動を評価していただいた年でもありました。令和元年の千葉県
男女共同参画推進事業者表彰の県知事賞と令和2年の東京都女性活躍推進大賞の教育部門で大賞
を受賞し、本学の社会的評価を高めたことを評価していただき、6月には大学から特別表彰をい
ただきました。これは、本学のダイバーシティ推進活動に参加し支援制度を利用してくださっ
た皆様のご活躍とご協力・ご支援があってこそのものであり、深く感謝申し上げます。
　これからも、新たな活動方針に基づき多様性を重視する支援に取り組んでまいりたいと思い
ます。今後とも、ダイバーシティ推進センターをよろしくお願い申し上げます。

ダイバーシティ推進センター長　片桐 由起子

これまでの活動に感謝し、これからの活動に舵をきるこれまでの活動に感謝し、これからの活動に舵をきる

2021 年度 わたしたちの取り組み

　　支援制度情報　　　　　　病児保育室「ひまわり」／ Topics

　2021 年度 活動報告

　　ダイバーシティ推進センター  メンバー紹介
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巻頭特集 対談  高松研 学長 　 片桐由起子 センター長

　ダイバーシティ的鼎談① 薬学部編　田中芳夫 薬学部長　山本千夏 副センター長　片桐センター長

　　ダイバーシティ的鼎談② 理学部編　古田寿昭 理学部長　齋藤敦子 副センター長　片桐センター長
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